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課題１．スイッチX00を押したときモータが回転する。スイッチX01を押したときモータが逆回転する。ラダー図とプログラムを完成させなさい。


課題２．スイッチX01を押すとモータが回転し、スイッチX02を押すとモータが逆回転する。ラダー図とプログラムを完成させなさい。ただし、回転中スイッチX01を押している間スイッチX02を押しても逆回転しない。(ヒント：先行優先回路)
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課題３．スイッチX01を押し離してもモータが回転し続け、スイッチX02を押すとモータが逆回転する。また、スイッチX01を押すと再び正転する。スイッチX0３を押すと停止する。ラダー図とプログラムを完成させなさい。(ヒント：復帰優先回路)

　

課題４．スイッチX01を押しスイッチX01を離してから３秒後にモータが回転する。スイッチX03を押すと停止する。ラダー図とプログラムを完成させなさい。（ヒント：タイマ回路を用いる）

課題５．スイッチX01を押すとモータが回転し、５秒後に停止する。スイッチX03を押すと停止する。ラダー図とプログラムを完成させなさい。（ヒント：タイマ回路を用いる）

課題６．スイッチX01を押すとモータが回転し、５秒後に停止し、３秒後にモータが逆回転する。スイッチX03を押すと停止する。ラダー図とプログラムを完成させなさい。

（ヒント：タイマ回路を用いる）

課題7．スイッチX01を5回押すとモータが回転する。スイッチX03を押すと停止する。ラダー図とプログラムを完成させなさい。（ヒント：カウンタ回路を用いる）
　
課題8．スイッチX01を5回、スイッチX02を2回押すとモータが回転する。スイッチX03を押すと停止する。ラダー図とプログラムを完成させなさい。（ヒント：カウンタ回路を用いる）
　
課題9．スイッチX01を5回、スイッチX02を2回押すとモータが回転する。
スイッチX03を3回押すと逆回転する。スイッチX05を押すと停止する。
ラダー図とプログラムを完成させなさい。（ヒント：カウンタ回路を用いる）

　
発展問題1．スイッチX01を押すとモータが回転し、1秒後に停止、3秒後に逆回転する。

この動作を周期的に動作させる。（ヒント：タイマ回路を用いる）

　
発展問題2．スイッチX01を押すと1秒後にモータが回転し、2秒後に停止し、１秒後に逆方向に再回転する。この動作を周期的に動作させる。（ヒント：タイマ回路を用いる）


発展問題3．スイッチX01を押し、スイッチ1を放したときにモータが回転する。スイッチX03を押すとモータが停止する。ラダー図とプログラムを完成させなさい。
（ヒント：PLS回路を使う）


発展問題4．スイッチX0１を押すとモータが回転する。スイッチX03を押すとモータが停止する。スイッチX01とスイッチX03を両方同時に押しても、モータは、回転したままとする。ラダー図とプログラムを完成させなさい。
（ヒント：セット優先回路を用いる）

発展問題5.　スイッチX01を押すとモータが回転する。スイッチX03を押すとモータが停止する。スイッチX01とスイッチX03を両方同時に押した場合、モータは、停止したままとする。ラダー図とプログラムを完成させなさい。
（ヒント：リセット優先回路を用いる）
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